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はじめに 
 本稿は、インド南東部のチャッティースガル州 Chhattisgarh State において営まれてきたパンダ
ワーニー Pandavani という『マハーバーラタ』語りの大衆芸能の基礎情報を整理し、そのパフォー
マーおよびパフォーマンス自体についての大概を示すことを主目的とする。 
 インドの大叙事詩『マハーバーラタ』Mahabharata は、「バラタ族の戦争を物語る大史詩」を意味
し、全 18 編、約 10 万の詩句（二行、各 16 音節からなる韻律パターン：シュローカ sloka）からな
るサンスクリット語文学であり、『ラーマーヤナ』と共にインドの国民的二大叙事詩と呼ばれている。 
カウラヴァ族とパーンダヴァ族による王位継承をめぐった 18 日間の戦闘にまつわる物語が主筋と
なるが、その主題そのものに関係するのは全体の五分の一ほどである。その他の部分には、神話・伝
説・宗教・道徳などの教訓詩、法制・政治・経済などのあらゆる分野にわたる物語・説話が取り入れ
られており、その成立は、古テキストの上限を紀元前四世紀、下限を紀元後四世紀ころとしている。 
ではパンダワーニーとは何なのか。大叙事詩『マハーバーラタ』をどのように何語で語るのか。語
り部たちの氏素性は、語り芸が依拠しているテキストの有無は、伴奏楽器の種類は何なのか？ 
不運なことに我が国において、パンダワーニーのパフォーマンスを実見して記された報告は未だに
存在せず、この分野において何か知りたい時に暗中模索となる試練から逃れられない状況にある。 
「第六章 インド二大叙事詩と語り文化」1と称された、インド全土～ネパールを含めた地域でみら
れる叙事詩語りのパフォーマンスを分類し、簡潔な解説を施した河野亮仙氏の考察が、唯一、我が国
においてパンダワーニーの外観を示してくれる。 
河野は文中で「『マハーバーラタ』の語り」の節2をおき、パンダヴァーニーの表記で、演奏の構成、
語り方のスタイルについて、インド全体の芸能と対比しながら考察している。また本稿の主人公とし
て記される、現代インドのパンワーニー界の象徴とも言われる女性の語り師：ティージャン・バーイ
ー氏の履歴について「著者は二つの雑誌の記事を参考にしたが、」と一言添えながらも、現在でも有
用な内容の紹介を行っている。 
幸運なことに、ティージャン・バーイーは、2018 年 9 月に福岡市アジア文化賞の受賞者として初
来日し、九州・福岡の地で三日間にわたり、パンダワーニー熟練技のパフォーマンスを披露した。筆
者は、この機会に、直接ティージャン・バーイーにパンダワーニーについて疑問をぶつけることがで
                                                  
1 『語りと音楽』鈴木道子（責任編集）、藤井知昭（監修）、東京書籍、1990 年 
2 同上、pp.188-193. 
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きた。河野の日本語論文で予習し、インターネット上の英語及びヒンディー語記事でさらに理解を深
めた果ての、本人及び伴奏楽師たちへのヒンディー語での聞き取り調査からは、意義がある発見も得
られた。 
「はじめに」が長くなったが、これよりはじめる 1 章では『マハーバーラタ』自体について、第 2
章ではパンダワーニーについて、最後に今後の研究、調査の展望を語って締めくくるとしたい。 
 
 
第1章 『マハーバーラタ』について 
古代インドにおいて王侯の武勇や家系の系譜称賛の詩を詠むのを生業としたスータ suta3と呼ばれ
る詩人によって、『マハーバーラタ』は継承されてきたとされる。その内容は、イティハーサ itihasa
（史書）とプラーナ4purana（神話）の集成からなり、ヴィヤーサ Vyasa が作者と伝えられる。 
ヴィヤーサは叙事詩に登場する英雄たちと同時代の人物として、自ら叙事詩に登場し、その詳しい
伝説を語っている。3 人の息子が死んだのち、自作の『マハーバーラタ』をはじめて人々の前で発表
し、これをその弟子ヴァイシャムパーヤナ Vaisampayana に伝え、ヴァイシャムパーヤナは『マハ
ーバーラタ』を叙事詩の中心となるパーンダヴァ王家の末裔ジャナメージャヤ王 Janamejaya に語る。 
 構成は 1～18 編とヴィシュヌ・クリシュナの神話を集めた補遺『ハリヴァンシャ』からなる。 
 
（1）初編、（2）集会編、（3）森林編、（4）ヴィラータ編、（5）戦争準備編（努力編）、（6）ビーシ
ュマ編、（7）ドローナ編、（8）カルナ編、（9）シャリヤ編、（10）夜間襲撃編、（11）女性編、（12）
静寂編、（13）教訓編、（14）馬祀祭編、（15）隠棲編、（16）棍棒戦編、（17）大いなる旅立編、（18）
昇天編 
 
(1) 初編 
バラタ族の王統に連なるクル王 Kuru を共通の祖先とするカウラヴァ族は、都をハスティナープラ
としてクルクシェートラ（クル族の土地）を支配していた。カウラヴァ王朝に二人の王子がいた。盲
目の兄ドリタラーシュトラと蒼白の弟パーンドゥである。本家の兄に代わってパーンドゥが王位に就
いたが、パーンダヴァ家の 5 人の王子を残して早世したため、盲目の兄が王となった。 
                                                  
3 御者の仕事をしたクシャトリヤの父とバラモンの女性の混血によるカースト。御者。（古賀・高橋、p.1372） 
4 ヒンドゥー教聖典の一部をなす文献群。主要 18 プラーナと多数の副プラーナがある。（古賀・高橋、p.834） 
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パーンダヴァ家の 5 兄弟は、
第一夫人のクンティーとダル
マ神との間に生まれた長男ユ
ディシュティラ、ヴァーユとの
間に生まれた次男ビーマ、イン
ドラ神との間に生まれた三男
アルジュナ、第二夫人マードリ
ーとアシュヴィン双神との間
に生まれた双子のナクラとサ
ハデーヴァからなる(図 1.5、図
26.)。クンティーには太陽神ス
ーリヤとの間に息子を未婚時
代に授かっていたが、世間から
被る非難と恥を恐れて川に流
して捨てた秘密がある。 
 一方でカウラヴァ家本家で
は、長男ドゥリヨーダナ、次男
ドゥフシャーサナをはじめと
する 100人の王子と 1人の王女
が誕生していた。 
 パーンドゥの死後ハスティ
ナープラの宮殿に引き取られ
てきたパーンダヴァ 5兄弟と本
家カウラヴァ百王子は、不死の大伯父ビーシュマ、バラモン出身の軍師ドローナ、叔父で賢者のヴィ
ドゥラの下で、共に学業や武術を平等に学び競い合った。両家の子供たちは事あるごとに対立したが、
自分の出生の秘密を知らない勇者カルナだけは自分を取り立ててくれたドゥリヨーダナに恩義を感
じ、彼を常に支持した。 
 ドリタラーシュトラがカウラヴァとパーンダヴァ双方の王子の中から、勇気と徳に最も優れたユデ
ィシュティラを王位継承者に定めると、ドゥリヨーダナたちはパーンダヴァたちの勢力増大を恐れて
殺意を抱く。 
                                                  
5 『原典訳マハーバーラタ 1』上村勝彦訳、p.37、ちくま学芸文庫、2002 年 
6 「デュメジル・ミュトス・マハーバーラタ」前田耕作・松枝到、p.239、『和光大学人文学部紀要』21、1987 年 
図 1. 
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 ドゥリヨーダナたちの暗殺計画から逃れたクンティーと 5 兄弟は、バラモン姿に扮しての逃避行中、
パンチャーラ国のドルパダ王の王女ドラウパディーの婿選び式 svayanvara において、競技に勝った
アルジュナがドラウパディーを獲得する。しかし、いつものように托鉢の施し物を得て帰ってきたと
思ったクンティーが「五人で等しく分けなさい」と言ってしまう。ドラウパディーはアルジュナを好
きだったが、5 人兄弟の紳士協定の下で共通の妻となる。 
 パーンダヴァが嫁を連れて帰還したことを受けて、ドリタラーシュトラは王国を二分し、未開拓の
カーンダヴァプラスタの地をパーンダヴァに分け与える。パーンダヴァはインドラプラスタという都
を造営し、母方の従兄にあたるヤーダヴァ族の長クリシュナとも親交を深め大いに栄える。アルジュ
ナはクリシュナの妹スバドラーとも結婚する。 
 
(2) 集会編 
パーンダヴァ家の繁栄と訪問時に受けた屈辱に苛まれるドゥリヨーダナは、母ガーンダーリーの弟
（叔父）シャクニの策で、人死にを出さずに財産を奪い取る骰子賭博の集会を催し、パーンダヴァを
招待する。名手シャクニにとってはユディシュティラなど赤子の手をひねるようなものだ。 
はたして敗北しつくしたユディシュティラは、王国、兄弟、自分、妻まで奪われる。妻ドラウパデ
ィーは、生理中でありながら薄着のまま会場に引きずり出され、ドゥフシャーサナに辱めを受ける。
ビーマは復讐を誓う。ドリタラーシュトラが勇気を出して息子たちの暴挙からパーンダヴァを自由に
するが、最後の勝負が行われ、「12 年間森林で暮らし最後の 1 年間を見つからずに潜伏して暮らせお
おせたら自由になり財産を取り戻せる」という条件で。パーンダヴァは敗北し、命以外はすべてを失
い森林で過ごすために都落ちしてゆく。 
 
(3) 森林編 
12 年間の森林生活中、聖地巡礼や聖者の庵を訪ねて心身ともに逞しく成長してゆくパーンダヴァ。
アルジュナは一人、神の武器を授かりにヒマーラヤへ。様々な説話・教訓譚が語られる。今昔物語：
天竺編に収められ、能や歌舞伎などの重要な演目となった「一角仙人」の元の話もこの章に収められ
ている。 
 
(4) ヴィラータ編 
13 年目はマツヤ国のヴィラータ王の宮殿で身分と名前を偽って一年間奉仕することに成功する。
ユディシュティラはバラモン、ビーマは料理人、アルジュナは宦官の舞踊教師、ナクラは馬丁、サハ
デーヴァは牛飼い、ドラウパディーは王妃の召使として。13 年目の大晦日、カウラヴァ軍はマツヤ
国に侵入して牛を奪い始めた。5兄弟の活躍でカウラヴァ軍は撃退され、牛も取り戻されたところで、
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正体が明かされる。感激したヴィラータ王は娘とアルジュナとの婚姻を申し出るが、アルジュナは息
子アビマニュの嫁とする。 
 
(5) 戦争準備（努力）編 
亡命生活の完了をうけて、クリシュナは王国の半分の返還をカウラヴァに要求するよう提案する。
協議の結果、和戦両様の対戦で臨むことになった。開戦に備えて、支援を取り付けるためにクリシュ
ナの都ドワーラカーを訪れたるドゥリヨーダナとアルジュナ。前者は最強のヤーダヴァ族の軍隊を、
後者は丸腰のクリシュナ一人を選び取る。領土返還を望むパーンダヴァはヴィラータの宮殿を本拠地
に使者を差し向け交渉する。最後にクリシュナが全権委任特使としてハスティナープラを訪れるが、
「針の先ほどの土地も返さない」「欲しければ戦いに勝利して手に入れろ」とドゥリヨーダナは返答
する。それどころかクリシュナを捕えようとするが失敗する。クンティーはカルナに出生の秘密を明
かし、パーンダヴァに味方するよう諭すが、ドゥリヨーダナに恩義を抱くカルナは筋を曲げない。た
だ、アルジュナ以外の兄弟は殺さないことを約束する。インド各地から双方に味方したい王たちが軍
団を率いてクルクシェートラの戦場へと集結する。カウラヴァ族は、本家カウラヴァ家とパーンダヴ
ァ家の両陣営に分かれて同族あい殺しあう戦争を始めることになる。 
 
(6) ビーシュマ編 
正義の土地（ダルマクシェートラ）と呼ばれるクルクシェートラで、18 日間にわたる凄惨な戦闘
が始まった。カウラヴァ軍の総司令官はビーシュマ、パーンダヴァ軍はパンチャーラ国王子ドリシュ
タデュムナである。戦いの最初の場面が『バガヴァッド・ギーター』となっている。10 日間の戦い
の後、ビーシュマが矢の床に横たわり戦闘不能になり、正義と平和を訴えたがドゥリヨーダナには聞
き入れられなかった。 
 
(7) ドローナ編 
ビーシュマとの確執から戦闘に参加しなかったカルナを加え、カウラヴァ軍は軍師ドローナを総司
令官に迎えて奮い立つ。壮絶な戦闘が再び開始され、12 日目にアルジュナの息子アビマニュもこの
中で亡くなる。しかし、15 日目、愛息アシュヴァッターマンが戦死したというユディシュティラと
ビーマの命懸けの嘘の知らせを聞いて信じ、武器を投げ捨てて深い静慮に入り、その魂は光の柱とな
ってブラフマンの世界に昇った。魂が抜けたドローナの体にドリシュタデュムナが迫り、首を切り落
として父の仇をうつ。 
 
(8) カルナ編 
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総司令官となったカルナは、青年時代からのライヴァルで実弟のアルジュナと激しく戦ったが、
様々な因果により、彼の戦車の車輪が土中に沈み込み、ついにアルジュナの手にかかって 17 日目に
戦死する。カルナは生まれつき皮膚の一部として不滅の鎧と耳輪をつけていた。息子を守るためにカ
ルナを無力化しようとインドラ神が托鉢僧に化けて、気前の良いカルナから不滅の鎧と耳輪を布施さ
せるのに成功する。その見返りとして、一度だけなら誰でも必殺となる槍を得ていたが、ビーマの息
子ガトートカチャの魔術戦にパニックとなり 14 日目に使ってしまい、結果的にアルジュナを殺せな
かった。この 17 日目にはドゥリヨーダナの最愛の弟ドゥフシャーサナもビーマとの棍棒戦に敗れて
残虐な殺され方で戦死した。 
  
(9) シャリア編 
第 18 日目、実質上カウラヴァ軍最後の総司令官は、双子の母であるマードリーの弟、マドラ国王
シャリアである。彼はパーンダヴァ方に味方するつもりで軍を率いてきたのだが、迂闊にも、ユディ
シュティラだと勘違いしてドゥリヨーダナの歓待を受けてしまい、カウラヴァに味方せざるを得なく
なっていた。戦闘中にカルナの御者を務めたときは、カルナを集中できぬようにしてアルジュナの勝
利に間接的に貢献した。ユディシュティラとは五度戦い、ついにユディシュティラによって戦死した。 
18 日間の戦闘で両軍の勇士は次々に戦死し、とくにカウラヴァ軍は絶滅しつくされた。負傷し一
人逃れたドゥリヨーダナはビーマとの棍棒戦で決着をつける。二人の実力は互角、棍棒の師匠である
クリシュナの兄バララーマも駆けつけて弟子の腕前を審査する。ビーマが不利になったとき、アルジ
ュナは自分の腿を打って、ドラウパディーが賭博場で辱めを受けたときにビーマが誓った言葉を思い
出させる。戦いになったときドゥリヨーダナの太ももを棍棒で打ち砕いてやるとビーマは言っていた
のだ。棍棒戦のルールでは反則に当たる行為だが、ビーマは自分の言葉を思い出し誓いを果たした。
瀕死のドゥリヨーダナは敵軍を全滅する誓いを立てたアシュヴァッターマンを軍司令官に任命する
が、カウラヴァの兵士はわずか 3 人だけになっていた。 
 
(10)  夜間襲撃編 
アシュヴァッターマンは、梟が夜中に眠っている鴉たちを殺すのを見て、2 人の勇士を説得し、計
3 人でパーンダヴァ兄弟とドラウパディー、クリシュナを除いた敵軍全員を夜襲で殺した。その知ら
せを聞いてドゥリヨーダナは息を引き取った。アルジュナとアシュヴァッターマンとの間に、全世界
を滅亡させる兵器が使われる死闘が繰り広げられ、武器を収められなかったアシュヴァッターマンは
それをパーンダヴァの女たちの胎内に向けて放った。クリシュナが介入して、アビマニュの妻ウッタ
ラーの息子だけは後に蘇生する。 
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(11)  女性編 
息子たちを失ったドリタラーシュトラとガーンダーリーの怒りと嘆き。しかし、怒りを鎮め、パー
ンダヴァ兄弟を息子として受け入れる。兄弟と息子たちを失ったドラウパディーも悲嘆にくれ、クン
ティーやガンダーリーに慰められる。ガーンダーリーはクリシュナに対して怒り、36 年後にヤーダ
ヴァ族は全滅しクリシュナ自身も非業の最期を遂げる、と呪いをかける。 
 
(12)  静寂編 
パーンダヴァ兄弟は、ドリタラーシュトラとともに死者たちの葬儀を執り行った。ユディシュティ
ラは一族滅亡の原因が自分にあると自責の念に駆られ、森に隠棲しようとする。ヴィヤーサは失意の
ユディシュティラを慰め、王族の義務を説いた。やがてパーンダヴァは都に入り、ユディシュティラ
の即位式が行われた。 
 
(13)  教訓編 
矢の床に横たわったままいた英雄ビーシュマは、ユディシュティラにダルマに関する多くの教えを説
くと、自ら息を引き取り神の世界へと帰っていった。 
 
(14)  馬祀祭編 
アシュヴァッターマンによって一度は胎内で殺されたウッタラーの息子が蘇生し、パリクシットと
して誕生する。都に入ったパーンダヴァは罪を清めるための馬祀（アシュヴァメーダ）を執り行った。 
 
(15)  隠棲編 
大戦争から 15 年後。ドリタラーシュトラはガーンダーリーとクンティーを伴って森に隠棲する。
ヴィヤーサはガーンダーリーの要請で、死んだ戦士たちを天界から呼び出した。敵も味方も、恨みを
捨てて、団欒のうちに一夜を過ごす。その 3 年後、3 人は森の火事でこの世を去った。 
 
(16)  棍棒戦編 
大戦争から 36 年後、傲慢になっていたヤーダヴァ族は聖者にかけられた呪いを説くための聖地巡
礼の道中で、酩酊から喧嘩を始め、二手に分かれて殺し合い滅亡した。兄バララーマもヨーガで肉体
を捨て、クリシュナは猟師に足の裏を射られてこの世を去った。 
 
(17) 大いなる旅立編 
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クリシュナとその一族滅亡の報が届くと、ユディシュティラはパリクシットを即位させ、この世を
捨て去るために北方の山へ向かった。兄弟とドラウパディーそしてどこからかついてきた一匹の犬を
伴って。若い順から力尽き、ユディシュティラ一人が犬とともにどこまでも山を登ってゆく。インド
ラ神が天国へ行くには犬を捨てろと言ったがユディシュティラは「自分を愛しているものは捨てられ
ない」と拒む。犬はダルマ神でユディシュティラを試していたのだ。彼は神々に導かれて、兄弟たち
や妻が到着しているという天界に行った。 
 
(18) 昇天編 
天界には繁栄を享受するドゥリヨーダナがいて、彼の兄弟や妻を見出すことはできなかった。家族
といる選択を望んだユディシュティラを使者は真っ暗で悪臭のする難路へと案内した。ユディシュテ
ィラが一瞬「引き返そうかな」と思った瞬間、兄弟や一族の声が彼を引き止めた。ユディシュティラ
は理不尽さに苛まれながらも兄弟・一族たちのいる地獄にとどまることを決め、使者を帰らせる。一
日の三十分の一の時間が過ぎた。すると神々がやってきて、そこは天界へと変じた。ユディシュティ
ラは最後の試練を合格した。あらゆる王族は少なくとも自分が犯した罪の分だけ地獄を見なければな
らなかったのだ。天界のガンガー河で沐浴したユディシュティラは、肉体を捨て、一族の人々と再会
した。「その時、ユディシュティラは見た。カルナも弟たちも、またドリタラーシュトラの息子たち
も、皆ともにいっさいの怨憎から脱却して晴朗な神界に入り、その一員としてのどかに住んでいるの
を。この再会によって、ユディシュティラはついに心の平安と真実の幸福を得たのである」7。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                  
7 C.ラージャーゴーパーラーチャリ『マハーバーラタ（下）』pp.812.レグルス文庫（1983 年） 
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第 2 章 パンダワーニーの世界 
2-1. パンダワーニーとは 
 『マハーバーラタ』はもとより読書するものではなく、詩人や語り部から耳を通して聴きくもので
あったといえよう。賢者や聖者を訪ね、説教や物語を直接聴くという行為は古来より善い行いとして
尊重されてきた。 
 ヒンドゥー教の聖典や叙事詩を指すサンスクリット起源のヒンディー語の一つに「カター」katha 
という言葉がある。話、言い伝え、語り伝え、伝説、説話、昔話そして『マハーバーラタ』や『ラー
マーヤナ』等をカターの語で表している。 
叙事詩語りを生業とする人をカターヴァーチャク kathavacak8という総称で呼ぶが、ここで扱うパ
ンダワーニーもまた、ヒンディー語で『マハーバーラト・カター』Mahabharat Katha を語り見せる
カターヴァーチャクの貴重な実例であるといえよう。 
パンダワーニーPandavani とは、「パーンダヴァ族のワーニーvani（声、弁舌、法話）をする」こ
とを指す「パーンダヴァワーニーPandavawani」から生まれた言葉で「パーンダヴァ族の説話・語
り物」を意味し、パーンダヴァ族が物語の中心となる大叙事詩『マハーバーラタ』語りの大衆芸能を
指す名称である。この芸能は 1970 年代初期まで、男性歌手が主流であったころまでは、村落レベル
でしかみられなかったが、徐々に都市部の観客にまで受容されるようになった[Das, 83]。 
インド中央～南東部に位置するチャッテ
ィースガル州に固有の芸能で、ヒンディー
語の方言「チャッティースガリー語」
Chhattisgarhi で語られる。チャッティース
ガルは「36 都城」を意味する如く、古来よ
り小王国が割拠した土地であり、インド・
アーリア系、ドラヴィダ系、オーストロ・
アジア系の言語を話す人々が住む。2000 年
まではマディヤ・プラデーシュ州（州都は
ボーパール）の一翼を担っていたが、ラー
エプル Raipur を州都に独立州となった（図
3）。インドの中でも、先住民族を意味する
アーディヴァースィーadivasi が多い地域
であり、インド憲法により指定された「指
定部族 Scheduled Tribes (ST)」としてその中でもゴーンド族Gond9やビール族Bhil10が有名である。 
                                                  
8 vacak は、アナウンサー、語り手を意味するヒンディー語（古賀・高橋、p.834） 
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2-2. パンダワーニー・パフォーマンス 
後述するカーパーリク派パンダワーニーを代表するティージャン・バーイー氏 Dr.Teejan Bai によ
れば、パンダワーニーにおいては、『マハーバーラタ』中の出来事・事件として有名な場面が、詩と
対話と共に「歌われる」11と表現される。つまりこの芸能は、日本における浪曲のように、節をつけ
た歌いの部分と登場人物の対話部分から構成された語り物芸能ということができる。 
パンダワーニーのパフォーマンスには、主唱者が自由に舞台上を動き回る様式と、座席に座って動
き回らずに物語るという違いから、大別すると二通りの様式 saili がある。前者をカーパーリク派
Kapalik saili、後者をヴェーダマティ派 Vedamati saili と呼んでいるのが通例である。 
担い手としては、パンダワーニーを本業とするジャーティ（カースト）とそれ以外のカーストや部
族出身者との二つに分類される。 
主唱者、副唱者、楽器伴奏者からなる楽団を形成してパンダワーニーを行う楽派と主唱者が自ら楽
器を奏でながらパフォーマンスをする楽派もある。 
語りの元本となるテキストは、18 世紀に生きたとされるサバル・スィンフ・チョウハーン Sabal 
Sinh Chouhan が東部ヒンディー語アワディー方言で著した全 18 章からなる『マハーバーラト
Mahabharat』に依拠しているとされるが、実態の判別はこれからの課題である。 
この分野で先行研究はほぼないといってよい。 
英語では、ティージャン・バーイー個人に関するニュースや考察を除けば、ダース N.K.Das が著
した『チャッティースガル－ゴーンドワナ地域の民俗におけるアーディヴァースィー演劇パンダワー
ニーとその主役ビーマ』と英語版のウィキペディア12を参照せざるを得ない。 
ヒンディー語も同様で、ティージャン・バーイーと二番手、三番手の有名なパンダワーニー語りに
関したニュースやインタビューが 9 割以上を占めている13。異彩を放つのはラリット・ドゥベーLalit 
Dubey が著した「パンダワーニーの歌唱様式」14という報告で、カーパーリク派とヴェーダマティ派
を従来の分類の真逆の立場で考察している。しかし、それ以外の点では有用な情報を提示してくれる
ので批判的に活用しながら批判的に整理し、全体像を構成してみたい。 
 
                                                                                                                                          
9 デカン高原の中北部を中心に住むインド最大の先住部族民。ドラヴィダ語系統の言語を母語とする。（古賀・高
橋、p.359） 
10 主にラージャスターン、マディヤ・プラデーシュ、マハーラーシュトラなどの丘陵地帯を中心に居住する先住
部族民の伝統を受け継ぐ部族民。（古賀・高橋、p.1012） 
11 ヒンディー語「gaya jata hai」。カーエナート・カーズィーKaynat Kazi によるティージャン・バーイーへのイ
ンタヴューより(2016 年 5 月 3 日)。http://rahagiri.com/interview-padmshree-teejan-bai-folk-performer/. 
12 https://en.wikipedia.org/wiki/Pandavani 
13 https://hi.wikipedia.org/wiki/  
14 Lalit Dubey “Pandavani Ki Gayan Saili”. Nov. 2016.  
https://hindinotescompetitionexam.blogspot.com/2016/11/blog-post_27.html 
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2-2-1. カーパーリク派 
カーパーリク派は、頭蓋・頭を意味するカパール kapal から派生した「頭蓋骨の、されこうべの、
乞食の」を意味する形容詞カーパーリクを冠している。自称であるか他称であるかは分からない。し
かし、この語は、人間の頭蓋骨をつないで輪にした髑髏輪と死を司る大神シヴァの異名である名詞カ
ーパーリーkapali に繋がる語義にあり、またシヴァ聖典派に連なるパーシュパタ派の行者であるカー
パーリカをも表すことから、シヴァ派、行者→乞食といったキーワードから実像を図らなければ理解
できないだろう。 
カーパーリク派の特徴として『マハーバーラタ』のカターの中に時事問題を含ませ、現在の問題と
して、チャッティースガルで伝承されてきた『マハーバーラタ』を聴衆に提示する点があげられる。
一種の啓蒙的活動が許容される比較的自由なパフォーマンス形態が、旅の行者の辻説法や乞食同然の
門付け芸とも重なり合って、「乞食行者様の『マハーバーラタ』語り」としてこの名称を受けたのか
もしれない。 
河野氏は「語り手の想像のおもむくまま、マハーバーラタにない話まで面白おかしくつけ加えて話
す、頭（カーパーラ）15で作り出した話だからカーパーリクというそうだ16」と紹介しているが、由
来はともかくとしても、実態は、語り手に舞台と客席のコミュニケーションを司る主導権が握られて
いるという点では相当な説明であると思われる。 
また、カーパーリク派の今や代表歌手となったティージャン・バーイーが舞台に上がる時につける、
菩提樹の実にしては大きく、白と赤に彩色された何かを人間の頭蓋と見ることもできるだろう。 
パフォーマンスの最大の特徴は、主唱者（男性はナーヤク nayak、ナーイカーnayka）が、舞台上
で座席につかずに演技することである。 
ドゥベーはその中にも 1．跪いて立膝で演技する、2．立って踊り演技する、3．立って動き回りな
がら踊り演技する、三形態がみられると初めて指摘している。しかし、1．は一方の脚をおり曲げも
う一方の膝を立てて座るヴィーラ・アーサナのことであり、後述するヴェーダマティ派に顕著な座法
である。とはいえ、立ったままの姿勢での二形態を指摘したことは一考に値する。 
現在チャッティースガル州全域で、パンダワーニーといえばこのカーパーリク派が優勢である。 
 
2-2-2. ヴェーダマティ派 
 ヴェーダマティ派 Vedamati saili は舞台上で、ヴィーラ・アーサナで座し、サバル・スィンフ・チ
ョウハーン作の『マハーバーラト』の全 18 章中から、18 日間に及ぶ大戦争の様々な場面を読み通す
パフォーマンだとされている。厳格にテキストの主筋に従い、パフォーマンス中に即興による演技を
                                                  
15 「カパール」の間違いであると思われる。 
16 『語りと音楽』p.189. 
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することは許されていない。 
なるほど、その語意を尋ねれば、バラモン教・ヒンドゥー教の聖典を意味するヴェーダ veda と知
性・判断・理解を表すマティ mati からなり、「聖典の知に準拠した流派」「聖典遵守派」といえるか
らだろうか。現在、この派は前述のカーパーリク派に比べて情報17も、パフォーマーも大衆の人気も
少なく劣勢である。 
故ジャードゥーラーム・デーワーンガン Jhaduram Devangan(1926 生まれ)がヴェーダマティ派を
代表する歌手である。彼はチャッティースガル土着の奔放な『マハーバーラタ』語りのカーパーリク
派に反旗を翻して、原典回帰の改革派ヴェーダマティを創始した人である。 
その弟子プナーラーム・ニシャード Punaram Nisad が、ジャードゥーラーム一門の最後の後継者
として認められていたが 2017 年死去している。来日経験もある女性歌手リトゥ・ヴァルマーRitu 
Varma がヴェーダマティ派の次世代への架け橋役を担っている。 
ヴェーダマティ派に関しては、今後の調査による情報収集が必要であり、現時点で書けることはこ
こまでであるのが残念だ。 
 
2.3. パンダワーニーの担い手 
2.3.1 叙事詩語りの先住民族：パルダーンとデーワール 
そもそもパンダワーニーの芸能は、伝統的にパルダーン・ジャーティ Pardhan Jati とデーワール・
ジャーティ Dewar Jati という二つのカースト集団 jati が担ってきたという。彼らはパンダワーニー
の歌唱伝統を保持し、チャッティースガル州全土にこの語り物芸能を広めてきた。 
いまやパンダワーニー伝統の生き証人であるティージャン・バーイーも、インタビューの中で18「こ
れらの（パンダワーニーで歌われる）語り物：カターは、パルダーンとデーワール両ジャーティの歌
唱伝統です」と明言している。 
「先住民のマハーバーラタ」ともいえるパンダワーニーを創始したのが、ゴーンド族の職能吟遊詩
人集団パルダーンである[Das,80]。彼らはゴーンド族の王国が割拠したチャッティースガル地方の昔
からの知識を保持する者として、先住民のラーマーヤナそしてマハーバーラタを語る生業に従事して
きた。現在は農業に就いている。 
歌手たちは、サービスを提供する一定の施主・顧客の家に行き、パンダワーニーを歌い聴かせる。
常に先住民族ゴーンド族の王たちに賛辞を送り、彼らパトロンの武勇や恋愛を賛美した詩を歌い続け
てきた。パルダーンたちの歌を通して、ゴーンド族の失われた歴史の片鱗をうかがい知ることができ
る。それゆえ、パルダーンをゴーンド族の吟遊詩人（チャーラン・カヴィ）という人たちもいる。 
                                                  
17 https://naidunia.jagran.com/chhattisgarh/bhilai-bhilai-news-999346 
18 http://rahagiri.com/interview-padmshree-teejan-bai-folk-performer/ 
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パルダーンのパンダワーニーは『マハーバーラタ』に依拠しながらもゴーンド族の神話が混じり合
っている。『マハーバーラタ』の主役がパーンヴァ兄弟三男のアルジュナだとすれば、パンダワーニ
ーでは次男ビーマが主役とされる。ビーマこそがパーンダヴァ家に降りかかるあらゆる苦難から守っ
てくれるのだ。パンダワーニーでは、ご当地チャッティースガルを舞台に『マハーバーラタ』の物語
が展開する。 
デーワールは、バィガーBaiga を始祖と仰ぐゴーンド部族の一派、つまりアーディヴァースィ （ー先
住民族）である。司祭もまたバィガーと呼ばれており、バィガー・カースト（ジャーティ）を形成し
ている。彼らバィガーたちは悪魔払いに熟達し、薬草の知識にも深く通じている。 
バィガーは自らをデーワールと称する。デーワールはマハーバーラタやラーマーヤナなど大叙事詩
を歌い語る。つまりマハーバーラタ語り物専門の芸能集団ではなく、他の叙事詩にも通じている「叙
事詩語り」まさにカターヴァーチャクを体現しているのだ。彼らは常に移動し、定住していないとい
われているが、これもまた調査で真偽を確かめねばならない。 
ダースによれば、自らゴーンド族でありゴーンド族の伝承保持者である職能吟遊詩人集団パルダー
ンが、チャッティースガルの『マハーバーラタ』、ゴーンド族の『マハーバーラタ』を語る芸能：パ
ンダワーニーを創始し、後に別のカーストであるデーワールもパンダワーニーの担い手になったこと
になる[Das,82]。 
彼らは地べたに胡坐をかいて、自らの手で独特な伴奏楽器を奏でながらパンダワーニーを行う。パ
ルダーンには、『ラーマーヤナ』の登場人物ラーマの弟であるラクシュマナが最初に作ったという伝
承を持つ弓奏楽器キングリ kingri[Das,81]19があり、デーワールにはルルーンジューrrunjhu20という
楽器があるというが、残念ながらまだ実見していない。 
パルダーンとデーワールという職能カーストを担う先住民の集団によって創始された原初的パン
ダワーニーの芸能は、彼らのおかげでチャッティースガルとその周辺地域に流布してゆき、非先住民
や非職能音楽家の先住民の中で、発展を遂げ、現在へと繋がっているのだ。 
 
2.3.2. 非職能パンダワーニー 
 生まれながらにして、カターヴァーチャクとなることで社会生活を営んできた職能集団パルダーン
とデーワールは、チャッティースガル地方でヒンドゥー教の大叙事詩の伝統と価値を共有する様々な
民族に、パンダワーニーという形でゴーンド族に寄りそった土着の『マハーバーラタ』を語った。 
 聴衆であった出自を異にする人々の中にも、非職能集団に属しながらもパンダワーニーを受け入れ、
                                                  
19 ドゥベーによれば、パターリ ・ーパルダーン族はキンクニーkinkni またはバーナーbana という名称の楽器を、
ゴーギヤー・パルダーン族はゴーギヤーgogiya を演奏しながら歌うとある。 
20 ドゥベーによれば、サーランギヤー・デーワール族はサーランギーsarangi、ドゥグルー・デーワール族はドゥ
グルーdugru という、共に弓奏楽器を演奏しながら歌うとある。 
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演じたいと思う先住民・移住民たち諸民族の有志が自分たちのコミュニティーにふさわしいスタイル
を作り上げていった。 
 2.2.で扱った現代のパンダワーニー、カーパーリク派とヴェーダマティ派がその範疇に含まれる。 
 2018 年 9 月 22 日、第 29 回福岡アジア文化賞の芸術・文化賞を受賞し、授賞式出席とパフォーマ
ンスのために来日したティージャン・バーイーと男性の楽団員（図 4.）を例にとって、担う人々の出
自を尋ねてみた。 
 
01. ティージャン・バーイー Teejan Bai  1956 生  
ガーイカー（女性主唱者）gayka、タムラーtamura（三弦）。パンダワーニー師匠。 
先住民ビール族 Bhil。移動狩猟民の家系。 
02. マンハラン・サールワー Manharan Sarva 秘書・ダフリー（タンバリン）。 
非先住民、出自はサーフーSahu（油絞り屋）の家系。ダンス教師、興行師。 
03. ラームチャンド・ニシャード Ramchand Nishad  ラーギー（副唱者）ragi。 
マンジーラー（小シンバル）。非先住民、出自はニシャード、漁師の家系。 
04. チェイト・ラーム・サーフー Chait Ram Sahu ハールモニウム奏者。 
非先住民、出自はサーフーSahu（油絞り屋）の家系。仕立て屋の店をもつ。 
05. ケーワル・デーシュムク Keval Deshmukh タブラー（太鼓）奏者。 
非先住民。高ジャーティのラージプート族出身。 
06. ナロッタム・ネーターム Narottam Netam ドーラク（太鼓）奏者。 
先住民ゴーンド族のネーターム・カースト。米作農民。 
 図 4. 
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 ティージャン・バーイーは、幼少のころから母方の祖父ブラジラール・パールディーが歌い聞かせ
るマハーバーラタの物語・歌に魅了され、自分でも覚えて語るようになったところから、パンダワー
ニーの語り師への第一歩を踏み出すことになる。彼女の家族は、指定部族（CT）としてインド西部
から中央部まで広く分布するビール族という先住民族集団のパールディー支族にあたる。 
パールディーは、マラーティー語で「狩猟」を意味するパーラド paradh から派生しただけあって、
伝統的に狩猟を好むカースト外集団の人々であることで知られている。しかし、彼女はゴーンド族系
のパルダーンやデーワールなどの職能楽師集団には属していない。 
幼い彼女の才能を見込んだウメード・スィンフ・デーシュムクがパンダワーニーの訓練を施し、13
歳の時に初舞台を踏ませている。彼女以前のパンダワーニーのガーイカーはみな、ヴェーダマティ派
の伝統に従いヴィーラ・アーサナで歌い語っていたが、ティージャン・バーイーは、立ったまま語り
歌い歩き回りながら演技するカーパーリク派のスタイルで演技する初めての女性として社会に驚き
を与えたという。 
今回来日した楽団員たちは、帰属ジャーティの際こそあれ、みなパンダワーニーの仕事がないとき
は基本的に田畑を耕す農民であるという。農業のほかにも副業をいくつか重ね持って生活している。 
先住民族出身者は、ビール族のティージャン・バーイーとゴーンド族のドーラク太鼓奏者のナロッ
タム・ネータームの二人だけである。タブラー太鼓奏者が属すジャーティ「デーシュムク」はアーリ
ア人の貴種ラージプート族起源を出自にしている。楽団員の出自の構成を見ても、ゴーンド族のパル
ダーンとデーワールはいないだけで、実に様々な民族やジャーティ出身者が一緒になってパフォーマ
ンスを成立させていることがわかる。 
 北インドでは、職能音楽家ミーラースィー Mirasi に対して自ら好んで入門し修行してプロになっ
た非職能階級出身者の音楽家をアターイーAtai、又はショウキーShouqi と呼ぶが、チャッティース
ガル地方一帯でも、職能のパルダーン・デーワールに対して非職能階級出身のカーパーリク・ヴェー
ダマティが存立する構造は成立しているといえよう。 
 
2.4. パンダワーニーの構成 
2.4.1. 楽団構成 
パンダワーニーの興行は、宗教的祭祀ではないので祝日や祭日の特別な日に行う必要はない。いつ
でもどこででも、施主の要望で開催が可能であり、演目によっては時に幾夜もかけて物語られること
もある。 
パルダーンとデーワールの元祖パンダワーニーは、主唱者が一人で伴奏楽器を演奏して歌う弾き語
りが基本なので、本人の都合さえよければ突然の仕事要請があっても対応できる。 
ここでは、本家パンダワーニーともいえるカーパーリク派とヴェーダマティ派の楽器と楽団構成に
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ついて確かめる。両派は主唱者の歌唱時の姿勢や動き方、
そして演目（カター）の依拠するテキストの有無などの差
異こそあれ、舞台芸能として同様の楽団を伴う構成である
点では二者間に違いはないので、個別の考察はここでは省
くこととする。 
一様にパンダワーニー・パールティーPandavaniParty
の名で呼ばれるパンダワーニー楽団は、主唱者、副唱者、
それ以外の楽器奏者の三要素からなっている。 
主唱者：男性はガーヤク gayak（歌手の意）、女性はガ
ーイカーgayka と呼ばれ、カターを歌い語る機能を果たす。
カーパーリク派とヴェーダマティ派では、前者が直立型、
後者が片足立膝型（ヴィーラ・アーサナ）と演技の姿勢に
決定的な違いがみられる。 
共通するのは、主唱者だけが持つ特徴的な楽器タムラー
tamura、タンブーラーtambura と呼ばれる三弦手琴の存
在である（図 5.）。この楽器は半球形の金属胴にインドオ
オトカゲの革を張り、竹の棹を貫通させて固定したもので、
弦の数だけ糸巻きをつける。三本の金属弦は C#（サ）の
音に全て調弦され、スジャーリーsujari と呼ばれる細長い
金属製のピックでかき鳴らされる。 
この楽器にはヒンドゥー教の三神に所縁のある持物が
見立てられる。頭頂部のクジャクの羽飾りはクリシュナ神
の冠と同じもの。頭頂部を離せば学芸の女神サラスヴァテ
ィー女神が持つヴィーナと同じ形になる。そのヴィーナか
ら弦を外せばバジュラング Bajrang ことハヌマーン神の
武器で棍棒の形となる。地面やそれに続く床には直接置か
ないように扱っている。また、この楽器は楽器製作店で作
られて販売されるのではなく、大工に特別注文で作らせて
いるという21。 
主唱者がカターを演じる時、タムラー（タンブーラー）
は、落語家が使う手拭いや扇子のように、登場人物と関り
                                                  
21 2018 年 9 月 22 日、福岡市にて楽団員マンハラン・サールワー氏からの聞き取りによる。 
図 5. 
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深い小道具として用いられ、観衆の想像力と相まって劇中場面を立体的に創出させる魔法の杖となる。
ビーマの棍棒、ビーマに引き抜かれるドゥフシャーサナの腕、アルジュナが構える弓、ドラウパディ
ーの長い髪、クリシュナの竹笛、象の鼻等がタムラーの使い方次第で瞬く間に現れては消えてゆく。 
副唱者：ラーギー ragi の役割は重要である。主唱者が投げかけた詩句やせりふに対して大声でう
なり声をあげタイミングよく合の手を入れる。これをフンカール hunkar という。フンカールの良し
悪しで主唱者の乗りが左右され、ひいてはパフォーマンス全体のバランスに大きな影響を与える。主
唱者と共に合唱したり、自ら面白い話題・課題を主唱者に投げかけて、語られるべきカターを前に進
める舵取りの機能をもつ。 
楽器奏者は、旋律演奏が可能な小型オルガン：ハールモニウム harmonium やインド化した大正琴：
バェンジョーbainjo 奏者と、拍子を効果音も交えながら担当するタブラーtabla やドーラク dholak
といった太鼓奏者からなる。いわゆるインド古典音楽の定番楽器が加わって楽団となることで、パン
ダワーニーの音楽はより芸術的趣きで溢れるようになる。そしてもちろんのこと、チャッティースガ
ルの地を離れたインド各地や海外で公演しても、インド音楽の音階や拍節の装置を有することで一層
受容されやすくなる仕組みである。 
 
2.4.2 演目とステージ構成 
 ティージャン・バーイー楽団の福岡での合計 5 回のパフォーマンスでは、彼女の得意なカターであ
る「ドゥフシャーサナの血祭り」Duhsasana Vadh が 4 回、「ドラウパディーの婿選び式」Draupadi 
Svayanvara が 1 回演じられた。 
 ティージャン・バーイーに尋ねたところ、演者ごとに得意演目があることと、現代の聴衆に昔のよ
うにゆっくり叙事詩の世界に浸れる時間がないことから、『マハーバーラタ』全体を語りとおす番組
は非常に少ないという。それでも、人気があってよく舞台にかけるカター（演目）には「ビーシュマ
の誕生秘話」「ビーシュマ：矢床からの教え」「ドラウパディーのサリー剥ぎ」「カルナの最期」等が
あるという。 
 カーパーリク派ティージャン・バーイーが福岡で演じた「ドゥフシャーサナの血祭り」の舞台進行
の構成は以下のようなものであった。 
 舞台上の楽団員全員で器楽演奏開始 
 器楽演奏の最後で主唱者が舞台上手から登場 
 舞台上のタムラーを取り上げ礼。 
 神への祈り「ヴリンダーヴァン ヴィハーリー ラール（クリシュナ神に勝利あれ！）22 
                                                  
22 『パンドァーニーの世界：インド古代叙事詩の歌語り』2018 年 9 月 22 日、福岡アジア文化賞市民フォーラム
用パンフレット（小磯千尋氏監修）より 
－ 108 － － 109 －
カターの歌語り演技、主唱者とラーギーの掛け合い、楽器奏者との合唱、演劇的演技など 
主唱者合掌～退場 
 器楽演奏終了、終演 
 
 動画サイトで確認したヴェーダマティ派のパンダワーニーも使われる楽器の多少こそあれ、舞台の
構成はほぼ同様のものであった。現在、「パンダワーニー楽団」として舞台に乗るグループの間では
興行的にも音楽的にもこのスタイルが最適なのであろうと推測できる。 
 
終わりに 
 本稿は、2018 年 9 月の福岡アジア文化賞受賞の際に来日したティージャン・バーイーとの出会い、
そして 2018 年 10 月 20 日に和光大学を会場とした第二回叙事詩研究会（代表：中川裕）での『マハ
ーバーラタ』に関する報告という二つの機会が重なり、収集した資料の整理作業の中で編まれたもの
である。 
 インドの大叙事詩『マハーバーラタ』との出会いは、和光大学 3 年生の時にジョルジュ・デュメジ
ルの『神話と叙事詩 I』のテキスト演習を受講した時であった。 
 パンダワーニーに関しては、1988 年の大インド祭にリトゥ・ヴァルマーRitu Verma というヴェー
ダマティ派のガーイカーが来日したことは知っていたが、舞台を見ることはできなかった。その後、
南アジアの大正琴バェンジョーについて調べている時、インドではカウワーリーと並んで数少ない使
用例が認められる音楽分野としてパンダワーニーを音楽舞踊アカデミー23で教えられた。 
 福岡市の市民セミナーでの講演のために、改めてパンダワーニーを対象とした資料収集からやり直
すことになったが、英語においてもヒンディー語においても先行研究はほぼ皆無であるという現実の
壁にぶち当たる。 
 ウィキペディアが頼りになるソースとして叩き台になったくらいだから、いかに情報が少ない分野
なのか推し量れると思う。 
 今後は、とにかくまず一度、現地に赴いて資料収集を始めるところからこの研究分野に触れるしか
ないと強く感じている。パルダーンとデーワールの実態、カターの種類と内容、サバル・スィンフ・
チョウハーンの『マハーバーラト』（図 6.）を読むヴェーダマティ派の訓練方法など、解明すべき課
題が山積しているが、今もなお大叙事詩『マハーバーラタ』が読まれ、演じられている地域が存在し、
叙事詩の名場面をそれぞれの思いで鑑賞に来る大衆がいるインド・チャッティースガル州は魅力的だ。 
 チャッティースガルの人々に愛された『マハーバーラタ』の登場人物や神々が降臨する舞台を、是
が非でもこの目で確かめぬうちは、死んでも死にきれないと強く思う次第である。 
                                                  
23 Sangeet Natak Akademi, New Delhi. India. 
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図 6.『マハーバーラト』第 1 章の冒頭部分。ヒンディー語アワディー方言の下に小字で現代ヒンディ
ー語の翻訳が添えられている。左から右へ読む。(Seth Krishanlal Khemraj Book Sale, Mumbai) 
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“Pandawani: Abstract on a contemporary folk entertainment of narratives of ancient 
Indian epic the Mahabharata” 
 
MURAYAMA, Kazuyuki 
 
Summary: 
This essay aims to put information on Pandawani in order the first, outline the figure of Pandawani the second 
and point out questions for further coming field research the last. 
Pandawani which means the narratives of the Pandavas - the heroes in Mahabharata, is a folk 
entertainment in Chhattisgarhi dialect of Hindi language, found in mostly Chhattisgarh State in India. It has 
been performed by originally the Pardhan and the Dewar tribes who have a tradition to play Pandawani 
hereditarily, then by other non hereditary people in the region for a long time. 
There are three types of performing style in Pandawani, 1) the original form performed by Pardhans and 
Dewars who are the founders of Pandawani, 2) the Kapalik style then 3) the Vedamati style. 1) is a style of sole 
performance with singing and playing a simple tribal musical instrument alone. 2) and 3) both have a lead 
singer of man or woman, a co-singer with the accompaniment in the Indian music.  
The popularity of Pandawani seems to be established over Chhattisgarh areas for last forty years as a 
stage entertainment of narratives of Mahabharata. In any occasions they can arrange the Pandawani 
entertainment for public or private. Among from popular stories of Mahabharata, Pandawani group select some 
stories on demand and play for audience. 
Fortunately we had an opportunity to meet with Dr.Teejan Bai, a leading female singer in Kapalik style 
who came to be awarded the Fukuoka Prize 2018 Arts and Culture Prize in Fukuoka. From an interview with 
her and her accompany, luckily some of questions were cleared and I could write a little bit of them although a 
lot of questions are still left. 
I need do field research on this theme in their homeland of Chhattisgarh State in India near future. 
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